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よ わがくに つと りゑん いやし おい 

由る。 然るに 吾邦の 学者 は 夙に 李 園 (原) を 鄙み、 措 

か ヘリ いまだ かって 

て 顧みざる を 以て、 之 を 記す るの 書、 未 嘗多 しとせ 

すな はち い^べ 

ず。 即 文化の 一 具 を 欠く ものと 謂 可し。 (中略) 余 

茲に 感ずる 所 あり。 寸暇 を 得る の 際、 米仏 等の 書 を 

ひもと へ ん やく さ つし よ つ 

繙き、 その 要領 を纂 訳した る もの、 此 冊子 を 成す。 因 

なづ らき いで 

て 之 を 各国 演劇 史と 名く」 と ある。 羅 希に 出た 有名の 

ギリシャ 口才 マ 

学士と は、 希 臘ゃ羅 馬の 劇詩 人 だと 思 ふと、 それだけ 

ほんもん さんえ ふ 

でも 微笑 を 禁じ 得ない。 本文に はさんだ、 三 葉の 

どうばんぐ わ くう かう いうし う 

銅版画の 中には、 「英国 俳優 ヂォ フライ 空窖へ 幽囚せ 

られ たる 図」 と 云 ふの が ある。 その 画が 又 どう 見ても 

つ ち らう かげきよ 

土の 牢の景 清と 云 ふ 気がする。 ヂォ フライ は 勿論 



Geoffrey であらう。 英吉利の 古代 演劇 史を 知る もの 

に は、 これ も 噴飯に 堪 へない かも 知れない。 次 手に 本 

文の 一節 を 引けば、 「然るに 千 五 百 七十 六 年 女王 エリ 

サべス の 時代に 至り、 始めて 特別 演劇 興業の 為め、 ブ 

ラック • フラ ヤス 寺院の 不用なる 領地に 於て 劇場 を 

建立したり。 之 を 英国 正統なる 劇場の 始祖と す。 而 

て此は レス タ ー 伯に 属し、 ゼ— ムス • ボルべ— ジ 之が 

しゅさい 

主宰た リ。 俳優に はゥ イリヤ ム • セ キス ピャと 云へ る 

人 あり。 当時 は 十二 歳の 児童な リ しが、 スト ラタ フォ 

ルドの 学校に て、 羅甸 並に 希 臘の初 学 を 卒業せ しもの 

なり」 と 云 ふの が ある。 非 優に はゥ イリヤ ム . セ キス 



しょしょ ぶんりう す はくぎ よくの きょ くんわう にみ つそう しっきに いる をし る 

処処 分流 白玉 渠、 密奏君 王 知 入 月、 

ひと を よんで あ ひと もな つ て くんきよ を あら ふ 

喚 人相 伴洗裙 裾」 と 云 ふ 詩の、 入 月が 入用と 印 

刷して あった。 入 月と は 女の 月経の 事で ある。 (詩 中 

とど 

月経 を 用 ひたの は、 この 宫詞に 止まる かも 知れない。) 

あやま リ 

入用で は 勿論 意味が 分らない。 僕 はこの 誤 にぶつ か 

つてから、 どうも 石 印本なる もの は、 一体に 信用 出来 

なん なが ゐ てつ 

なくなった。 何だか 話が 横道へ それた が、 永井徹 著の 

演劇 史 以前に、 こんな 著述が あつたか どうか、 それが 

いまだ 

未に 疑問で ある。 未に と 云っても 僕の 事 だから、 別 

に 探して 見た 訣 ではない。 唯 誰か その 道の 識者が、 教 

を 垂れて 呉れる かと 思って、 やはり 次 手に 書き 加へ た 



ので ある。 

天路歴程 

僕 は 又 漢訳の pilgrim-s progress を 持って ゐる。 こ 

きこうしよ 

れ も希覯 書と は 称されない。 しかし 僕に はなつ かしい 

本の 一 つで ある。 ピルグリム ス • プログレス は、 日本 

てんろれ きて い 

でも 訳して 天路歴程と 云 ふが、 これ はこの 本に 学んだ 

ほんもん しょ/ \ 

ので あらう。 本文の 訳 もま づ 正しい。 所々 の 詩 も 

いんぶん やく ろばう のせい めいみ づきよ くな がる 

韻文 訳 である。 「路旁 生命 水 清流 

てんろの かう じん よろこび しばらく とどまる ひゃくく わきく わえ つらく にきよう す 

天路 行人 喜暫留 百 果奇花 供 悦楽 



わが さいさい は ひに えたり この ほの いう よ 

吾 儕 幸 得此埔 遊」 —— 大体 こんな ものと 思へば 好 

さし ゑ か 

い。 面白 いのは 銅版画の 挿画に、 どれ も 支那 人が 描い 

て ある 事で ある。 Beautiful の 宮殿へ 来た 所な ども、 

やはり 支那 風の 宮殿の 前に、 支那 人の Christian が 歩 

しんて う ど うぢ 

いて ゐる。 この 本 は 清朝の 同 治 八 年 (千 八 百 六十 九 年) 

そしょう シャン ハイ くわ さう しょいん 

蘇 松 上海 華 草 書院 の 出版で ある。 序に 

かんぼう さんねんに いたりち うこく のしし やそけ うしと さんやく はじめてなる 

「至 咸豊 三年 中 国士 子 与 耶蘇 教師 参訳始 成」 と あるから、 

この 前に も 訳本 は 出て ゐ たもの らしい。 訳者の 名 は 全 

ペキン はち だい ことう 

然 不明で ある。 この 夏、 北京の 八大胡 同へ 行った 時、 

せいぎん せう はん つく ゑ 

或 清吟小 班の 妓の 几に、 漢訳の バイブルが あるの を 

見た。 天路歴程の 読者の 中に も、 あんな 麗人が あった 



力ち 知ホな レ 

Byron の 詩 

僕 は John Murray が 出した、 千 八 百 二十 一年 版の 

バイ ロンの 詩集 を 持って ゐる。 内容 は Sardanapalus, 

die Two Foscari, Cain の 三種 だけで ある。 ケェン に 

は 千 八 百 二十 一年の 序が あるから、 或は 他の 二つの 悲 

劇と 共に、 この 詩集が その 初版 かも 知れない。 これ も 

しら いまだ うつち や 

検べ て 見ようと 思 ひながら、 未 に その 儘 打 遣って ある。 

バイ ロン はサ アダナ ぺ エラス を ゲェテ に、 ケェ ンをス 



の 事 は、 殆 念頭に 浮べた 事がない。 たまに 思 ひ 出せ 

ば 五六 年 以前に、 マ ゼッパ や ドン • ジュ アン を 読み か 

けた 儘、 どちらも 読まずに しまった 事 だけで ある。 ど 

えん しゅじ やう 

う も 僕 は バイ ロンに は、 縁な き 衆生 に過ぎないら しい。 

かげ 草 

いとこ みつこし 

これ は 夢の 話で ある。 僕 は 夢に 従姉の 子供と、 三越 

の 二階 を 歩いて ゐた。 すると 書籍 部と 札 を 出した 台に、 

Quarto 版の 本が 一 冊 出て ゐた。 誰の 本 かと 思ったら、 

それが 森 先生の 「かげ 草」 だった。 台の 前に 立った 儘、 



^い 加減に 二三 枚 あけて 見る と、 希臘の 話ら しい 小説 

すな ほ 

が 出て 来た。 文章 は 素直な 和文だった。 「これ は 

こがね ゐ いつ ここんき くわん 

小金 井 きみ子 女史の 訳 かも 知れない。 何時か 古今 奇観 

むらた はるみ つくしぶ ねの ものがたり 

を 読んで ゐ たら、 村 田 春 海の 竺志船 物語と、 ちっとも 

違 はない 話が 出て 来た。 この 訳の 原文 は 何 かしら ご 

—— 夢の 中の 僕 はそんな 事 を 思った。 が、 その 小説の 

しま ひ を 読んだら、 「わか 葉 生 訳」 と 書いて あった。 も 

たくさ ん 

う 少し 先 を あけて 見る と、 今度 は 写真版が 沢山 出て 来 

た。 みんな 森 先生の 書画だった。 何でも 蓮の 画と 

ふじみ さ いぎ やう 

不一 一見 西 行の 画と があった。 写真版の 次 は 書簡集 だつ 

た。 「子供が 死んだ から、 小説 は 書け ない。 御 寛恕 下 



あて はたかう いち 

さい」 と 云 ふの があった。 宛 は 畑 耕 一 氏だった。 

なが ゐ かふう たくさん わけ 

永 井 荷 風 氏 宛の も 沢山あった。 それ は 皆 どう 云ふ訣 か、 

かふう だう を か 

荷 風 堂 先生と 云 ふ 宛名だった。 「荷 風 堂 は 可笑しい な。 

森 先生と も あらう ものが ご —— 夢の 中の 僕 はそんな 

事 も 思った。 それぎ り 夢 はさめて しまった。 僕 は その 

ござんく わん 

日 五山 館 詩集に、 森 先生の 署 せられた 字 を 見て ゐた。 

それから 畑 耕 一 氏に、 煙草 を 一 箱 貰って ゐた。 さう 云 

ふ 事が 夢の 中に 何時か 織り こまれて ゐ たと 見える。 

MaxBeerbohm の 書いた 物に 自分の 一 番 集めたい 本 

は、 本の 中の 人物が 書いた と 云 ふ、 架空の 本 だと 云 ふ 

ので ある。 が、 僕 は 「新聞 国」 の 初版よりも、 この 



Quarto 版の 「かげ 草」 が 欲しい。 この 本 こそ 手に入 

キ j こラ しょ 

れ ば希覯 書で ある。 

(大正 十 年 十二月) 
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